
にとって、 重要なことは自主的・自律的・自覚的な運動を
うということをこの数年間強調してきた。 問題があることに自ら気付い

た人間が一人でも声を上げよう。 誰かに指示されるのではなく、 何が必要か
自分で考えよう。 志を同じくする人たちとともに議論して、 自由に考えよ

うということである。 そのことが運動にとってのダイナミズムを生み、 活動
のエネルギーを生む。 新たな運動は新しい力を生み出す。 それこそが現在の
日本で必要なことだと確信している。

（ユニオンと連帯する市民の会相談役 中谷雄二）

①: 7.19

②
’

③
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レイパー ／ ー ツ鬱第1回アジア に向けて
松元ちえ：準備委員

大企業が多国籍化していくなかで、 労働搾取や

違法・脱法行為など各国で似たような問題点が指

摘されるようになってきた。10年以上前から、 労

働者の国際大会では必ずと言っていいほど「労働

者や労働組合も国際連帯のもとに問題を共有し、

対抗策をともに考えるべきだーと話し合われてい

る。 私個人が参加した数少ない国際会議でも同様

の声を聞いた。

そのうちの一つ、 隔年で恒例になったレイ

ノ ー ツ大会において、 今春もアジア労働の分科会

を企画した。 参加者は、 過去最高でおよそ70人。

閃心の高さがうかがえた。 各グループでは、 当

からの弾圧、 非正規化の拡大、 裁判闘争など労働

側がおかれる各国の現状を共有し、 分科会参加者

2019年春頃にアジアで第一回労働者集会

を開くことを採択した。

これまでもアジ 構想が提案されてきた

が、 実現することはなかった。 今回はじめて具体

化した背景には、日本でレイバ ー ノ ー ツ発行の「職

場を変える秘密のレシヒ47]が和訳出版され、 日

本労働弁護団を筆頭に多くの労働組合関係者の間

で職場の組織化を進めようと意欲が高まってきた

ことがある。

また一方で、 北朝鮮や中国との緊張関係が続く

なか、 労働者を中心とした草の根の連帯で東アジ

アを平和に導こうといった理念もあった。

ロジの面では韓国が有利とも思えたが、 リソ ー

スや政治的なことも含めて考えると、 日本に招致

することが妥当とされた。

レイバー ノ ー ツ大会現地では議論がさらに深ま

ることを想定し、 アジア労働者大会は、 合間の年

に開催することとした。

記念すべき第1回のホスト。ジャパンとして、

何を議題にし、 どう運営していくかは『結；読者

をはじめとする私たち労働者七労働組合関係者に

かかっている。 レイバー ノ ー ツ大会から派生した

この集会であるからこそ、 組

も見られる政治的な違い

を超越し現場労働者からの自

発的な参加をうながしたい。

まだ準備ははじまったばか

りだが、 みなさんのご協力、

ご文援またご意見をお願いし

たし）。

r か つ う」

6月22日の第54回ユニオン学校は松本千枝

さん（メディアで働く女性ネットワ ー ク代表世話

人）を迎えてマスコ

ミの現状を自己紹介

と緒に詰って頂き、

を変える秘密

のレシピ47」を基に

ゲー ム的な内容から

入る「ワ ー クショッ

を行いました。

今回の
～

ワ ー クショップ」は初歩的な内容です

が、 それぞれグル ープ分けをして、 まず相手の

に十分耳をかたむけようということで、 参加者の

話を聞きながらきちんと聞くことの重要性を学び

まし

その後相

話し方が相

相

を聞いたことから、 どのような

るのか、 どのような話し方が

の相手に伝わる話し

見交換の辛り方等、 r甘民の会の活動に生かせる活

動方法が話され、 2 3人ほどの参加者で盛りあが

りました。 この経験を次に活かしたいと思ってい

ます。 植木日出男

9l
 





愛知での取り組計と「

2018年 6月29日、働き方改革関連法が参議院本

会議で可決・成立しました。

寸舌法案には労働時間規制などに関わるものや

同 一労働同 一賃金に関わるものなど 8つの法案が

まれ、 何が何やら、 一般市民にとっては非常に分

かりづらいものでし/-..゜

ただし、法案の1つである労働基準法の {-部改正

については、反対行動や専門家の指摘などによって

r裁量労働制の対象

範囲拡大（データ不

正で取り下げ）ー、「

フロフェッショナ

ル制度（付帯決議付

で成だ。 以下、

プロ制）j' f時間外労

働の上限規制（単月

10 0 時間未満な

」などが大

く フォ ー カスされ

ました。

り

2015年3月29日に「3 • 29安倍政権の労働法

制火改悪に反対する東海集会」 をコミュニテイユニ

オン東海ネットワ ー ク（以下、 東海ネット）

開催しました。 東海ネットのほか、 コミュニティ ・

ユニオン全国ネットワ ーク（以下、 全国ネット）．

全国コミュニティ ・ ユニオン連合会（以ド、 全国ユ

ニオン） •愛労連、 複数政党からも参加。 日本労働

（以下、 日本労弁） の棗 一郎幹事長からはカ

強い報告があったのをよく記憶していますC

それから現在にいたるまで、愛知では東海労働弁

護団（以下、 東海労弁） や愛労連、 東海ネットのメ

ンバーによる「労働法制改悪反対実行委員会」

を続けてきましこ街宣活動などのほか、 昨年は

名古屋・栄にて、 「 人間らしい生活と労働の保障を

［若者か人間らしい生活をするために何が必要か』」

シンポジウムおよびデモを大々的に開催。 また、

5月22日には労働法制改悪反対集会（東海労弁

が開催され、 日比谷野音と連携した地域の取

り組みが行われました。

【全国キャラバン】

全国ネットでは全国ユニオンなど多くの労働団

し＼

ゃラバン愛知」報
名占屋ふれあいユニオン 鶴丸周 一郎

体とともに「労働法制改悪阻止！全国キャラバン」

を行いました。全国各地での集会や宜伝行動を経な

がら、 5月22日開催の 「 高度プロフェッショナル

制度の導入に反対する集会（日比谷野音、日本労弁

主催）」まで1ヶ月間全国をめぐる大行動。

愛知では、 三重・岐阜とつながれてきた横断認を

受け、 名古屋・栄にて宣伝活動とビラまき、 労働法

制改悪反対を訴えながら市内

は名古屋駅前にて宣伝活動。人混みの中法案阻止を

強く訴えました。 参加は東海労弁•愛労連 ・ 東海ネ

ット各団体・笹島日雇い労組・ エキタス東海など。

【法案成立直前 1 ヶ月］

日比谷野音反対集会の数日後、 5月31日に法案

が衆議院本会議で可決。

6月に入ってからも粘り強く団結した取り組み

が続きまし

労働法制改悪反対実行委員会を中心として毎週

のように朝ビラ。名占屋駅前では名古屋過労死を

える家族の会（以ド、家族の会） なども加わり、 継

かつ精力的な街頭宣伝。

6月19日は全国ネットが呼びかけた全国ぅ—斉行

動、 ミッドランドスクエア前街宣活動。 東海労弁．

各労組・家族の会•愛知働くものの健康センターか

ら力強く切実な訴えがありました。 濯 高プロ制が過

労死を促進するのは明らか」、 「（時間外労働の上限

規制で）なぜその上限が過労死ラインなのか」など、

当然の意見が相次ぎました。その後トヨタ自動

車本社に対し高プロ制の導入を許さない申し入れ

を直接手渡しに。 また、 立憲民上党・公明党 ・ 自

民党の県連または県本部を訪わ法案に反対する巾

し入れ。 6月26日は街頭宣伝後に愛知県労働局へ

法案撒回などを申し入れました。

6月29日、 最後の最後まで街頭宣伝。 行動開始

に参議院本会議での可決・成立というニュース

が人りました。

〖これから】

今後は、いかにして成立した制度を現場で使わせ

ないようにするのかが重要です。

労働者のいのちと健康を守る。関係団体みんなで

これからも力強い取り組みを。たたかいはまだ続き

ます。

4
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私はフィ ー ル ち上げるま ど

ちらかというと会社人間でした。朝旱くから夜遅く

まで働き、 サー ビス残業は当たり前、休日出勤も当

然 、 そんな状況も当たり前のように受け入れてきま

した。

今考えると何故叶笑しいと気が付かなかったの

しょうか？それはフィ ー ル（当時はナフコ）と

う小さな世界の中で仕事をして外の世界に日を向

ける時間も無かった事も要因の 一つだと思います

が、 当時は芳く体力もあり仕事自体が楽しかったの

かもしれま

しかし35年勤め（途中一年離職）色々な理不尽

打ちのめされてようやく気が付いたの

かしいっと？会社に対して不信感を抱き始め

のは10年位前の事でした。 冬季賞与の突然の

でした。当時は総支給で40万位だったと思います

、ある冬季賞与が総支給 1 0 万まで減額されてい
いのに何

賞与から
当にそん

え

か退つ
ー
しさました。しかし万桑広Tよと乞知りない私

はそこで納得をしてしまったのです。それから 1 0

万円のままで本当に生活が大変な10

して

ま！

ィングとは会社が思惑通りに動か

て話をするという会議だったにで

人位いたと思います。机のヒにはコ

に日を向けるとス ーハ ー

を＄〇魯と書かれた新聞の記事のコピ ー でし

た。

、 会社の中

して社長の講義が始まり、 「 タバコやめろ！パ

ンコやめろ！ー：独身者には「結婚をしなさい！」

ました。あと取引会社の部長が年齢で給
ー キわ七レ号：：：、至手戸+,りました。

問に思し）

ました。 50

料を30％カットすると言う話の繋ぎだったのです。

年収 一千万近い某取引先部長の30％カットと年収

5 0 0万も満たない私たちの 30％カットを同じ線

上に前べ当たり前のように話す社長に怒りを覚え
ました。 しかし現実的に考えても、 このままでは生

田中 治（あいち悠々労組 FC支部 代表）

家族を守れないと思い、 悩んだ末に叔

父に相談しました。（東海民衆センタ ーで活動中）
の流れで、あいち悠々労働組合の樋越顧問を紹介

してもらい、 今までの経緯を話しました。 最初は私

個人が会社を訴え闘う予定でしたが、 顧問から田中

さん一人の問題ではないのでは？と言う問いかけ

に、 私自身の中で何かが変わったのです。 フィ ー ル

で共に働く仲間は良い人が多く真面目な分だけ会

の言いなりに働く人が多いため人知れず泣かさ

いる社員も多いのでは？と考えー念発起して、

あいち悠々労働組合の支部を作ることを決意しま

同法律事務所の中谷弁護士・仲松弁
6月に組合支部立ち

し組合が誕生しました。

るために色々と問題を洗い出す内

こ次から次へと問題が露見して団 体交渉ではらち

が開かないと判断して提訴に踏み切りました。提訴

の中身は「不利益変更」これは団交の中で会社側の

の上げ下げは会社裁量のもとで自由に
ているから提訴！

＼」名ばかり管理職を100名近く作り

で組合の中心人物であったAさん

が、 「 商品継続的な窃盗」をしていたと言いがかり

をつけらわ、会社の通報で逮捕されるという事件が
ました。もちろんAさんは商品を盗んでい

つ

しませんでした。 しかし、 会社はAさんから事情も

聴くこともなく、 Aさんの釈放前日に駆け込むよう

にしてAさんを解雇しました。会社の日的が、 組合

の中心入物であったAさんを会社から排除するこ

とにこそあったのは明らかです」そのため不当

で提訴にいたりました。
何にしても会社

しても許されると
ているのです。 私

たちは、 そ

ま

これからも皆で協力

して頑張って行きま

している

ッケで商品

はAさんを

には何を

z
J
 



歌人 池田

七月七日の七夕の月に東京の練馬区下石神井に

ある「いわさきちひろ美術館」を訪ねた。 ちひろが

最後の二十二年間を過ごした自宅兼アトリエ跡に

建てられており、 緑の木々に囲まれ、 赤いレンガの

閑静な仔まいだ。

2 0 1 8 年、ちひろは (1 9 

1 8~1 9 7 4 与）生誕 1 0 0

を迎えた。にじむ色彩で描か

れた子どもたち、 花々、 挿絵、

カレンダー等、さまざまなメデ

イアを通じて、その絵は日

中の隅々にまで浸透し、没後4

0年を迎えて、なお膨らみ続け

る人気は今や世界中に広がりつつある。

私がちひろの絵に初めて出会ったのは約4 0年

も前のこと、 短大の図書室である。 淡く柔らかな色

彩、 まっすぐにこちらを見つめる、 つぶらな瞳、 日［

い指、今にも動きだしそうな了どもが描かれてい

るコあかちゃんのうた』

だ。 絵本作歌の松谷みよ了のアレンジした、 わらベ

咀などが収録されていて、赤ちゃんに対する優しい

りかけの言葉の数々が愛らしい女の了の絵と、と

てもマッチした絵本になっている。なんて優しし

だろう。私を穏やかな寺せな世界へと誘ってく

ちひろ自身が文箪も手掛けた絵本『あめのひのお

るすばん』。 留守番をする女の千は大きな緑色の風

船に話しかける。 「おかあさん どこまで いっ

か みてきて」。 いずれ、 しぼんでしまう風船に込

められた切実な願い。 ちひろの絵には魂のよう

ような、何か掛け赫えのない物が詰まってい

るように思う。そこには、水で溶ける色で描かれた、

に時を止めたままの世界があるようで私の好

な絵本の中の一冊である。

今から、 ちょうど一年前、名東区の「戦争と平和

の資料館 ピ ー スあいち」にて「髯 いわさきちひ

ろを語るjというテ ーマでちひろの御子息である松

本猛氏（安曇野ちひろ美術館館長）の講演を聴いた。

—階の交流広場には約8 0名のちひろファンで満

席になった。 女性として、 妻として、 母としてどん

き）jをしたのだろうと、とても興味深く聴くこ

とができ

印象に残った話では、 ちひろが『戦火のなかの子

どもたちょに取り組む時のこと。 「この絵本の構成

を考えてみない？」と言われてアトリエによく入る

ようになり、ちひろの仕事が面白いと気付いたそう

だ。 認められた

ことがとても嬉

しく、 一 緒に絵

本を創ることに

より、 ちひろと

の密度の濃い時

間を過ごせたこ

と等を、 時折り

満面の笑み

された。

『戦火のなか

の子どもたち』

の校正刷が出来

上がっ I'- e 、J、

ヶ所だけ入れ替

えて欲しいとち

ひろに言われた。

それは 「かあさ

んともえたちい

さなぼうや」の

ペ ー ジ。 この絵

本の中に大人が登場するのは初めてである。坊やの、

きりっと脱みつける表情には言い切れぬ怒りと哀

しさが表れ、母親は赤ちゃんの命を守ろうとしつか

りと抱きしめている。ちひろが亡くなる前に描いた

絵本で、ベトナム戦争が激化する中での作品である。

5 5歳という若さで逝ったちひろは、逝く寸前まで

世界中の了どもたちが平和に蓉らせることを願っ

て

絵を描き続けた。 「 予どもたちは今、 どうしている

かしら→天国からちひろの声が聞こえるようである。

今、 世界は平和だろうか。 残念ながら世界

は一分間に1 0 0 万ドル以上が使われ、地球上の

全ての人間を何十回も殺せる＜らいある。そして1

0億人の了どもが飢餓で苫しみ、 2秒に一人の割合

で幼い命が消えているのだ。もし世界の軍事費のた

った5％をまわすことが出米ればこの幼い命を救

うことができる。 子どもたちに残したいものは、 ち

ひろも心から願った平和な世界である。

日本では安倍政権が次々と憲法違反の悪法を強

行して、海外でアメリカと緒に戦争ができるよう

に「憲法九条破壊」を狙っている。断固阻止したい。

私の考える「安全保障」とは一つ目は憲法九条を

り続けること。二つ日は核兵器を作るもととなる原

発を全て廃炉にすること。三つ目は日本にある米軍

基地をなくすこと。 声を挙げ続ける覚悟である。
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三

1 9 3 0（昭和5)年3月2 9日、 二木清は名古

屋の失業者救済集会に参加したが、哲学のヒでは何

を考え、 何を書いたのだろうか。

「認識論」（のち『知識哲学ょ）を1月に発表した。

そのなかで 「 カントによると認識は本来論理的なも

の即ち判断である。判断は思惟または悟性の作用に

もとづく」、 「 マルクス主義の認識論もまた一見プラ

グマティズムであるかのやうである。

を種々に解釈しただけだ、世界を変革することが問

あらうに、といったマルクスは、 その認識理論

において実践の要素を甚だ重要視した」などと

した。共産党への資金提供の疑いで昭和5年5月

検挙、 ＾旦釈放される。マルクス ・ エンゲルスの『ド

ィッチェ ・ イデオロギー』（岩波文庫） を7月15 

日に翻訳発行、 おなじ7月に起訴され、 懲役1年、

執行猶予2年の判決を受け11月8日、豊多摩刑務

所から釈放出所後は本来の『歴史哲学』執筆に専念

し、 「事実としての歴史の中に於て歴史の基礎経験

が浮き出て来るのである」とした。

戦後の日本の哲学界は三木清、戸坂潤が獄死した

ので、哲学も亡くなったと言う人がいた。確かに二

木、 戸坂と並ぶ哲学者はいまだ出現しない。 現代社

会ぱ情報の「端末人間」であふれ、 知性や認識の線

は細く、 行動も弱い状況にある。

私は独学者で雑学者である。それが本屋人生へ向

かわせたのか、 その逆かは微妙であるが、学問もし

ている。独学は自分で学ぶ楽しさと意義を自覚した

からで、雑学は現実世界が対象、 森羅万象あらゆる

ことに興味を失わず、 主に 「郷士研究」という名で

我々の現実を歴史的経緯を含めて調べると、具体的

な現実の中に普遍的なものを見つけることができ

た。 したがって、 この雑学は「純粋雑学」であり、

哲学に近づいて行く。その中心テー マは何かと問わ

れれば、 「認識論」ですと答えるが、 相手は怪説な

を見せる、間を置かずに 「 一つの事実にたいして

どうして異なった認識が生まれるのだろうかJとい

う問いが根底にあるというと、なるほどという顔を

されるが、 多くの場合それ以ヒに話は展開しない。

もちろん、 若干の人とはやり取りが生まれ、 「

と事実の関係」の議論にこちらから誘う。

『愛知共産党のいしずえ 中島平三遺稿集』（き

むら書房） の中では、 陸軍大臣も出席する兵器献納

式会場の鶴舞公園入口に中央線の列車から

木村直樹

反戦ビラを投下した中島平三さんたちの行動を明

らかにした。中島さんは三木清の愛読者で三木清も

参加した昭和5年の失業反対集会に全協メンバ ー

として参加した可能性がある。

半世紀前の1 9 6 8年は私の個人的な悩みから

して大学紛争、 ソ連軍戦車のチェコ侵入事件、ベ

トナム戦争、 社会主義、 共産主義など周囲の社会や

政治の動きに関心を持つようになり、実践的たりえ

たのは読書のおかげである。自らの問いの回答を本

から得ようと読書した。 そうして、 読書は教育とは

逆ベクトルの学ぶ力を促してくれた3

特に三木清の『読書と人生』（小山甚店1 9 4 2 

年初版、筆者は雪華社版で1 9 6 7年5月1 0日

刷引用は新潮文庫版） は、 どこも興味深く、 自分

もハイデルベルクヘ留学した気分に浸った。のちの

ち、 「出版文化論」という名で読書論を講義した際

は、 「真の読書においては著者と自分との間に対

話が行われるのである。しかも自分が勝手な問を発

するのでなく、自分が問を発することは実は著者が

自分に問を掛けてくることであり、しかも自分に問

題がなければ著者も自分に問を掛けてこない。かく

て問から答へ、答は更に問を生み、問答は限りなく

進展してゆく、 この対話の精神が哲学の精神にほか

ならない」という箇所などを紺介した。 他にも「自

分の考えで勝手に読むのは読まないのと同じであ

る。ひとはそれから何物かを学ぼうという態度で書

物に対しなければならぬ。そして読書に際しての自

分で絶えず考えながら読むようにしなければなら

ぬ」とか、 「 ー見無駄に思わわるような部分からひ

とは思い掛けぬ真理を発見するに至ることがあるj

等々あり。 また、 「ひとは初めから全体を予料しな

がら読んでゆくのであるが、全体は読み終わったと

き初めて現実的になるのであって、かくして翻って

再び読み返すことが要求されるのであるーというと

ころの「現実的になる」とはどういうことか。 映画

や芝居を観終わって、現実に戻されるということか。

あるいは現実に身を置いて 「 読み返す」ということ

なのだろうか。

また三木清の

作を「読み返す」

日々がおとづれ

た。

r
i
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一ォン学校ー の ちはどう生きるかょ

の読書会に参加しました。 1ヶ月前くらいに初め

て読んで、 素敵な本だと思っていたのですぐに参

加したいと思いました。この本は何歳になっても、

読める本だと思います。 その都度自分の変化を感

じることも楽しいと忍います。

読苫会では、 幅広J)年齢・

の方々とこの本につ✓）て話すこと

が出来て、 とても刺激的な経験こ

なりました。 人生の大先輩の方々

の感想や想いも聞けて、 自分だけ

では考えられなかった事柄にも

づくことが出来、 またこの本の深

みを知ることになりました。

講師の小野先生からはこの本の時代背景を教え

もらい、 作者の吉野源二郎さんが治安維持法違

で投獄されていたという衝撃的事実、そして70

年以上経った現在に大ブー ム的にたくさんの人に

読まれている、まさに自分が発行から70数年後に

読んだという体験に重みを感じ、 その意味を考え

ました。

38歳でこの本に出会った現在の私は、 おじさん

のメッセ ー ジを、 コペル甘のような氣持ちで、

味津々に読みました。 とくに私が興昧津々になっ

たのは、立派な人間になるにはどうしたら良いか、

というお話でした。 それをどうおじさんがコペル

に教えるのだろう、 そして自分も知りたい！と

胸がドキドキしました。 しかしそれは水の味を教

えるようなもので、 結局最後は自分の体験だとお

じさんは言う。 少し［まぐらかされたような氣持ち

になりましたが、 もう一歩踏み込

もヒントになりました。 「常に自分の体験から出発

して正直に考えてゆけ」。

私は現在、 弟の死亡事故についての裁判をして

います。

5歳年下の重度知

から人所施で

あり22 歳の頃

6年目のあ

る日、 何故か鍵のかかっていなかった扉から一人

で外へ出てしまい、 近くのお店で勝手にドー ナッ

を大景に日に詰め込み、 喉を詰まら

まいました。 飛び出し、 食べる速さを

いのは弟

私は、元氣だった弟を突然失ってしまいました。

どうして鍵が開いていたんだ、 日を離さないでと

し
明日香（「ハヤト裁判」原告）

いつもお願いしていたのに、 どうしてそんな事が

起きるの？と、 理解出来ない事・納得できない消

化出来ない想い、 自分だけでは抱えきれずに押し

されそうになっていました。その10ヶ月前には

を亡くしたばかりでした。 このまま混沌と

のままで終わらせることは出来ないとい

う思いで、 どういう事かもよく知らずに、 しかし

迷いは無く、 裁判が始まりました。

そして、 支援会へと繋がっていきました。

現在、 弟の死んだ日から5年以じ経ちました。

いちばん辛い事は、 弟の事故と真正面から向き合

う事です。 陳述書の作成では、 身の細る思いがし

ました。 しかしこの作業こそが、 必要だったのだ

と完成した時に分かりました。 何が納得出来ない

のかよく分からないのは、 知識不足の所為もあり

ました。 色々と勉強して向き合う中で少しずつ、

目分があの時、 何に納得出来なかったのか、 以前

より言葉に出米るようになったと思います。 弟の

事故の背景には、 障害者梵別や人権に関わる問題

がありました。

そういった意味で

分が本当に感じたことから、 そ

くこと。 心の底から思ったりしたことを少しもゴ

マ化してはいけない。 よく考えてみるのだーとい

う作業は、出来ているかもしれないと思いました。

私の場合は、 そうするしか無かったという状況で

すが。

それでは私は、 立派な人間こなれるのでしょう

か
‘
? ?

私はそれが性分というところもありますので、

人生の中で良くも悪くも出ていると思います、

き過ぎると、 面固だという印象を持たれることも

あると思います。 立派な人間になれるかは分かり

ませんが、 おじさんの言う通り、 「立派な人間にな

りたいと思って、 この先も生きようと胸に刻み

ました。 また人生で迷った時にはこの本を思い出

し読んで、 どう生きるか、 考えたいと思います。

」年以上になる「ハヤト裁判Jは、 現在やっと

局面に入り、 弟の事故から6年日の今年、 9月

21日（金）午後1時半から、 私は初めて名占屋地

弟の死にコいて証言をし

ます。 お時間のある方は是非、 傍聴にいらして下

さい。 多くの方の関心が必要です。 よろしくお願

いいたします。

ャン ／こ ］ 自

えてゆ
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れ、ギロチン刑に処されたことを苦々しく回想する。

ベルリンのスポーツ宮殿でのゲッベルスの演説

にポムゼルは戸惑った。空虚な内容にもかかわらず、

なぜ聴衆たちは熱狂、陶酔しているのか。 ポムゼル

は「ホロコ ースいを知らなかったという。 同僚の

ェヴァはユダヤ人であったがため、 1943年にはア

ウシュヴィッツ近くにあるビルケナウ強制収容所

へ連行されていた。そこでエヴァが命を落としたの

をポムゼルが知ったのは戦後のことだった。

戦後、彼女はソ連軍に拘束され、ワイマ ール郊外

にあったブー ヘンヴァルト強制収容所に入れられ

た。 そこでの数少ない楽しみは、 ごくたまに浴びる

ことができる温かいシャワー だった。戦時中はガス

が出ていたそのシャフ ーだった。

インタビューを挟んで、両面に映る多くの残酷な

映像に何度も目を覆ハそうになったが、同時に、「ヒ

ットラーユーゲンドの芳い隊員たちの圧倒的多数

が次々に志願兵

＊平昌オリンピックを

に朝鮮半島の情勢が劇的

変化を遂げ始め、 トップ

が眼前で向き合う

「外交劇」に感動した。

姿や、当時の「ドイツ

Ill 

この歩が刻まれた後、

様々な利害がぶつつかり ／亡—,> / ll ー - ---�

合う次のスッテップに踏み入れたところである。

史をつくる外交から目が離せない。

* 7月初旬、延辺朝鮮族自治区州の旅に恵まれ夫婦

で出かけた。 戦前、 r間島」 と呼ばれて抗日パルチ

ザン闘争の根拠地であった延吉市に泊まった。 「間

ルチザンの歌」で連帯の心情を歌い上げた上佐

の先達、横村浩は治安維持法によって2 6歳で命を

絶たれた。

＊長白山を源流にして北に流れる豆満江に沿っ

対岸の朝鮮国（写真）を眺めながら河口近くの防川、

（中・ ロ ・ 朝の三国国境が接する所）にバスの旅を

した。小雨がちらつき海から寒風が吹き寄せる国境

沿いの道は4車線拡幅上事の真っ最中、やがて訪れ

る平和な時代への備えが着実に進んでいる。

＊拉致された方の返還が日本外交の一枚看板。だが

文、 トランプ両大統領に伝言を頼むだけとは・

10 

民」がヒットラーやナチスを嬉々として迎え入れ支

持する多くの映像に唖然としながら、 「アジア ・ 太

平洋戦争」 時の、 天皇と軍部魯 ］日本国民」尊「

臣民」・「学徒動員」壺「皐国の了とどもたち」に

いわけにいかなかった。

「私に岸があったとは恩わない。 ただし、 バイツ

国民全貨に鯉があるとするなら話は別よ。紺果的に

ドイツ国民はあの放麿が権力 ごとにjJ!l祖し

てし麦った。 そうしたのは国民よ。 もちろん私もそ

の一人だわ」（沢ムゼム氏）

この映画を通して何が見えてくるのか。 映画は、

私たちに何を問うているのか。ポムゼル氏を批判す

るのは簡単だ。

しかし、私たちは、 彼女と同じような状況に置か

れたとき、自分ならどうするのか？どうしていたの

か？どうすべきなのか？それらを自分自身に問い

ながら、残された私・たちは、何をすべきなのか？

トランプに如何程むしり取られたのか 9 自ら乗り

出す仕事を脇において、 制裁、制裁と声高に叫ぶ周

の 「トップランナー 」。 外交の世界に日本の

をやめ平和統一へ確実に踏み出

日本の朝鮮国敵視姿勢は愚かだ。修学旅

行で祖国を訪ねた朝鮮学校生徒の想いがこもった

お上産まで奪いとるとは ・ ・ ・。

＊幕末に吉田松陰は獄中で「幽囚録」を綴った。

（北海道）の地を開墾して諸侯を封じ、 隙に乗じ

てかカムチャッカ、オホー ツクを奪い琉球を諭して

内地の諸公同様に参勤させ、朝鮮を攻めて質をとっ

て朝貢させ、北は満州の地を割き取り、 南は台湾 ・

ルソンを収め暫時進取の勢いを示せ）と。（「変革の

源流」中日新聞 2 0 1 8年 2 月 1 0 日）

長州の先達、松陰を尊敬する人にあげる安倍総理。

＊来年、東京で開かれる「レ ー バー ノ ーツアジア大

の準備が始まった。市民の会も共同に加わりた

し）。

「沖縄化」 に進む本上の米軍基地、平和な朝

鮮半島が生まれた後への備えなのか勺日本を極東

のイスラエルにするのはごめんこうむりたい。

近森泰彦
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2018.7.26 『ユニオン学校；運営委員会（作成：松本朗）

2013 

第 2月2日（土） 第6回（特別講座） 12月7日（上）
ンタ ー

テ ー マ「ふれあいユニオンの到達点と課題⇒

り・浅野文秀

（名古屋ふれあいユニオン）

メント樽の中の手紙」

り・木村直樹（郷士研究家）

CBC争議の

り・加藤剛

6月8日(+^)

中村生涯学習センタ ー

マ r ピンハネ

り s 石川

！立ちl：がった除染労働者」
日

送り人～立ち上がる中国の

働者たち」

り・ながいきゆたか

(APWS Lアジア太平洋

労働者連帯会議）

1月25日（上）

2 

力における労働

者の人権闘争の歴史と現在の

ユニオンサポ ー ト

り：近森泰彦

（ユニオ

2月22日（土）

全港湾名
「私のライフワ ー ク・ 孤立した青年と向き合う」 テ ー マ： r労働組合と

り 、 小島鐵也（氷河期世代ユニオン） 語り：植木日出男（ユニオ

テー マ ・ 葉山嘉樹著・；海に生きる人々ょ

を背景にして

り・柿山朗（元外航船船長）

・←小林多喜二の『蟹工船瓜をめぐる」

り・木村直樹（郷土研究家）

10月5日（上）
＝フィ ー ルドワ ー ク

中村生涯学習センタ ー

マ ・ 花名古屋南部と港湾労働者の闘い」

り・鈴木明男（元・住友軽金属労働者）

（元・港地区

3月22日（上）

全港湾名占屋事務所2
ー マ：「わたしが見た言0年安保」そして総括」

語り：竹久憲 ーム郎（ユニオン学校運営委員）

テ ー マ：

り：熊沢

4月12日（上）

3階ホ ー ル

を変える力、 労働組合運動とは

なにか」

（甲南大学名

フィ ー ルドワ ー ク「赤旗通りを追る」

案内・士井照雄（元・港地区労事務局長）

2 

プロレタリア映両同盟（プロキノ）作品6本上映

テ ー マ：「プロレタリア文化運動の継承 一

佐々木孝丸脚本劇『荷車ょより」

り：木村直樹

6月28日（土）

名古屋事務所2

：「戦後の労働運動1945'1960」

り：後藤幸雄

12 





10月31日（土）

全港湾名古屋会館3階ホー ル

「秘密保護法」「新安保戦争法」反対運動を

闘って～平和を守る未来への可能性

語り：中谷雄二

（弁護士・名古屋共同法律事務所）

11月28日（土）

全港湾名古屋事務所2階会議室

統 一戦線の歴史 一 新村猛さんに学ぶ

り：木村直樹（社会運動史家）

1月24日（土）

全港湾名占屋会館2

「最後のセー フティネットとしての生活

保護と労働者」

り：藤井克彦

第34回 8月28日（土）

全港湾名古屋会館2階会議室

「労働問題研究から見える労働者の現状」

語り：桜井善行

「船

9月25日（土）

全港湾名古屋会館2

に見えてくる戦争の形～労働者を予備

自衛官にさせないために」

り：柿山朗

10月29日

全港湾名

)

2

日

土（
 

「同

り：杉山直

11月24日

市民活動推進センター集会室

「映両鑑賞会『ともしび』」

l月21日（七）

市民活動推進センター集会室

過労死と「労働災害」をなくすために

り：吉川正春（愛知働くものの健康センター）

2月25日(±)

2 

い•80年代～「名古屋労組連」

の活動を振り返って

り：阪野智夫（元名古屋労組連代表）

3月25日

全港湾名古屋事務所2

ー河安城地域の労働運動と結ぶ安城市議会の闘い

り ・

． 石｝I

映両上映『鶴彬一

こころの軌餅』

プロレタリア川柳の解説

と表現活動（木村直樹）

6月26日（七）

全港湾名

会議室

「港湾労働運動の歴史と

体験」

り：七井照雄

「沖縄平和行進2016報告」

松本朗 杉本恒

2階

フロレタリア｝1！裕の苓訊月木村四樹iと
望踪仝

7月30日（土）

全港湾名古屋会館2

「統一戦線の歴史～名古屋合同労組と

人民戦線」

り：木村直樹

9
;l

 

4月29日（上）

3階ホール

アメリカ軍占領下の沖縄労働運動と抵抗の歴史

講演：南雲和夫（中央学院大学非常勤語り ・ 首都圏

非常勤講師組

5月30日（火）

市民活動推進センタ

共謀罪の危険を治安維持法被害者の視点から考える

り：西田 一広

（治安維持法国賠同盟愛知県本部代表）

14 








